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はIfl殻類において主要な呈i床成分であることから，体内

の遊離アミノ蔽合長の1E~-Fはエピの|床，すなわち1l'fi，W，1illi

値に重大な影響をおよほすヘそこで本研究ではた

な養9[1[:j支術で、ある ISPSで養殖，u市fされたパナメイエ
ピとクルマエピ利に!lJi，する 5l'到fjの1'11版エピの筋肉中)Ql

nliアミノ酸含歪の比較検討を行った。

材料と方法

供試試料 ISPSで育成されたパナメイエピ Lilopel1ιlellS

VClIII1C1mei (以下守ISPSパナメイエピ)と市販されてい

るクルマエピ科 4種(日本産クルマエピ J'vfarSlψenaeus

!apOI1lCIIS，ベトナム産ウシエピ Pel1正lellSmOl1odol1， サウ

ジアラピア産インドエビ Felllleropenaell五il1diCIIS，ニコー

カレドニア産ブルーシュリンプ Lilopel1C/eusslyliroslris) 

およびインドネシア産バサメイエピ L.VCll1l1oll1ei (以下.

輸入パナメイエピ)，それぞ、れ4~5 尾を実験に供した(表

1)。全ての試午、lは冷凍状態で入手し実験に使)IJするま

で 80'Cで保存した。

筋肉抽出液の調製 アミノ酸分析に供する筋肉J:llllb液

は OKUMAand AsE 10) の ブj1t~に1J死ね1fEってお111:bした。ま

ず， -80'CでJ千:iiJn.保存された検体を!げ<!k後，氷上で約 1g 

の筋肉組織を採1f;Zした。 i欠に，採11Y.した筋肉組織に 41奇

fJA の過J:;:l7{~1慨を 1)11 え ホモジブイズ後，ホモジネートを

4t， 20，000G x 10分1m;主心し， 一|二ill;を1':;たっ この

とき， 央h:fí，~加除去ーの効率イヒのため j@塩素股i農!支は 15%

とした。 1ぜられたよJlijを等:17;の1.6M i'ÍH\!Z ;，'l( ~~ カリウム

で1:1:1和した後， 4
0

C， 20，000G x 10分II]J;主心分離を行い，

j@塩素内定カリウムの結晶 を 15ミ去し t:. o この上~ijl;-を 101'i主

に希釈後(，り~ ~ì主江主イイークロマトグラフィー (J-IPLC) によ

るアミノ隙分析に付した。

HPLCによる遊離アミノ酸分析 NIMURA al1d KINOSHITA日J

のブ']1ごとに従い Shimadzu LC-10 HPLCシステム (鳥詩作製

作所，京都)を)'jJし¥筋肉1111!J'I l夜の遊I'JIiアミノ限合室ーの

分析をプレカラム誘導体化Yt、により行った。すなわち 1

移動中日に 50mM間:蔽ブトリウムとメタノールをよ日い，

ガードカラムとして OcvclosilOOS-UG-5 (6 mm 1.0. x 

35 mmL).分析J:IJカラムとして OcvclosilOOS心G-5(6 

mm I.O. X 200 mmL!を使ilJした。なお，移動1;11仁1:1の夫

;:fi物を除去するために ;Eiriポンプと試料導入部の間に

Shim-pack GRO-OOS (4 mm 1.0. x 250 mmL)を接Rcえし

た。アミノ門主分析J1J試料は，筋肉抽出物， 0.1 M ホウ目立

ナトリウムおよびキラル誘導体化試薬を 1:3:2の比率で

混合することにより制裂した。混合4分後に 20μtを

HPLCのシステムに注入した。キラJレ誘導体化試薬には，

0-フタルジアルテゃヒド (OPA)80 mgおよびN アセチ

ルーしシステイン 100mgをメタノール 10m(にiffi~ヰし

たものを付:用した。注入後。主主2のタイムプログラムに

従い守カラムjjii度 28.0
0

C，励起波長 35011m，検出波長

450 11mで分析を行った舎なお，遊離アミノ般には L:1.\~ 

とo1\~-jj'i存在ーするが。 1111&0'[[の組織中においては 1 ア

ラニンは LとDのnljJ型が:1宇在する一方! アラニン以外

のアミノTIi!Zではそのほとんどが L)f，;1であり。 D型は極

めて微':'fkにしか存在しない討に したがって!本研究で、は

アラニンは L21 と O~;:tの合計を.アラニン以外のアミ

ノにジいては LLUのみを。それぞれの遊iJJWアミノ目立合

型 として扱った。

統計処理分析結呆は分散の検定後， Bonferroni検定あ

るいは Schcffc枚定を使用し，p 1W:が 0.05以下のとき統

計(10(，こ有志;35:差があると児なした。

表2 アミノ自主分析に佼).FlしたトIPLCのタイムプログラム・1

Til11e (l11in) B， Conc. (%t Flow (111C1l11in) 
ホ1

0.01 。 1.2 

3.00 12 

7.00 18 

18.00 24 

39.00 40 

50.00 40 

52.00 52 

64.00 67 

64.01 80 

69.00 80 

69.01 1.5 

ぺ移動相には50I11MN'['目立すトリウムとメタノールをイ*川した

会 2 メタノーノレ?1~.'1 J.ft を手記す

J I;14!lーを互(-J

表1.尖駁にIJI;した試料

本文1'1寸型、記 Y~/(;I ~..: イノν司 ~t i;C III iJtfjえ他行本!1!z

lSPSノ、寸ーメイ 、、:hitclegshril11p Litopenaeus vann日mCI 日木 5 

クルマエヒ KllrLll11a prawn !Ylw 1，[オζ 、

ウシエビ gIant tlger PI乱wn Pel10どllSmυlIodoll ベトナム 4 

インドニL ピ lndian shril11p Fel1l1日"OpCnaelfSindicllS サウ、ンアラビア 、

ブノレーシュリンプ b111C shril11p Lilopel1白出ISslv!iroslris ニコーカレドニア 4 

愉入パナメイ whitcleg shrimp Lilopenaeus vonJ1日mel インドネシア 5 
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図2. エピ各被のグルタミン・グリシンーアルギニン・総遊)ijliアミノ限合111ーの比較
A グルタミン‘B グリシン C アルギニン D 総進出lアミノ限 ?の比較和泉を示す(ア ISPSハナメイエピ 3

イ クJレマエピヲウ ウシエピ，エ インドエピ ョオ フルーシュリンブ，カ 111ji入川ナメイエピ)
ι1. b I 立 ~:fc t十!日ワな有 7l:: 1A' (p< 005) を示す

ことから，筋肉1.1:1遊郁アミノ酸合査が低下していること

が予想されたが， 木実験により j珪limアミノ般がIヒ較的高

い合!?:ーで存在することがl列らかとなった。 ISPSで使m
している飼料ーの粗タンパク質合主は 38%である。これ

は‘一般的に1<EJ刊されているパすメイエピ!tJの飼料組成

と差異はなく守クルマエピm飼料 (54%)よりも低い 12)
しかし，パナメイエピは他のク jレマエピ利の種に比べて

飼料1:1"のタンノfク蛍を効ミ主よく IJ及llY..利用することがで
きる性質をもつため1J.l.+¥ ISPSパナメイエピは低タン

パク飼料を給似してもクルマエピと向者の遊I}Jifアミノ肢

合長を維持していたと考えられる。

しかし. ISPSハナメイエピと 同種である輸入パナ

メイエピおよび他の外国産エピは.国内で生産された

ISPS パナメイエビやクルマエピに比べて筋肉 I:~' 遊離ア

ミノ椴合査が低かった。氷iはや冷蔵などの保存条件は水

産物の遊)Ii!fアミノ酸合iRに大 きな影響を与えることが主11

られているが l川 ) "13 W0:0Jiでは諸説あり一定の見解が符

られていないため lり"¥ 本結果と保存:1犬fLRとの関連は明

らかでなし、。しかし守 国内で生産・出荷ーされる ISPSノく

ナメイエピやクルマエピに比べ 外国産のエピは生産地

の流通経路の差が ISPSパサメイエピが外国政エピより

もi向い筋肉1:1"遊離アミノ限含Eを示したひとつの要因と

なっていると考えられる。

グルタミン，グリシン，アルギニンをはじめ各樟遊別

アミノ阪はEI3殻類の1，1"1床7 うま!収 Jffiln未の向上J二重型!な

役;i討をJ果たすがり 遊両日アミノ目立以外にも ATPWJ:¥ili化

合物やI!I付近イオン，低分子ペプチドなととも Ej3殻0;f[の主要

な呈i床成分としてま11られているり 23~ したがって.食i日

としての i隠SP】Sパ7ナ一メイエピのi味床を1他也のエピ4勾努類」主釘【，[と正石確，存作に

J比ヒ'/i変文支今.言市許iドζ午11印佃仙il川州11出líするためには7遊藍釘i附:計祈杭ji一アミノ般だだ、けでなく j~~n己

主!床成分を含む詳細な分析や 'i~' rì~ ~;F1illí試験を行う必要が

ある。しかし，少なくとも遊淵アミノ阪合置 に関して

は. ISPSパ7メイエピはl主|内産クルマエビと同等であ

り，外国産エピよりも食品として優れた性質を有するこ

とがi兇らかとなった。J:)，Jこのようにi出品14なパナメイエ
ピを生産可能な ISPSは， 国内におけるエビ類の安定供

給という豆安課題の解決に対して， ま'11.よという新たな十1

JJI11illi他を生み/1'，す新規のエビ、長子ILl技術として今後の発展

がJl)jfゴfされる。

での収穫.Ib1nTから日本市場に同くまで慌雑な流通経路 謝 辞

を長時間に亘って斬rr:"工芸されていることを考111[すると，タト

国産エピはその流通過程において温度の変化なと、の影響 本研究は生物系特?と産業技桁研究支按センターによる

を受けた結呆. [主i 内政のエ l~' よりも j主的アミノ阪合歪が イノベーション告1jr'J:'，i/き礎的研究推進卒業(発展l¥'JliJf究ー

低下 した可能性が考えられる。一方. ISPSでは商品サ IJ刻字)の研究資金により行われた。

イズに達したパ7メイエピを11羽生後に速やかに氷殺した

のちに急j主冷凍したものをm百品として1.1'，1¥:1している。こ
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